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V　結果の考察
　第2表のJACETとDICTATIONの相関関係を見ると，最高が一一〇．9043で，最低が一〇．6638であ
るが，最低の場合を除けば，少くとも44名の被験者に関する限り，dictationがtesting　deviceと
してかなり有効であったと言えるであろう。特に最初の∫ACETのテストとdictationの相関が
一一Z．9043であったということは87頁で引用したValette（1967：139）の調査結果を裏づけるもの
である。またValette（1967：33－4）やOller，　Jr．（1971：254－5）の調査結果にあるように，　dictationが
単にaural　comprehensionだけでなくoverall　language　achievementとも高い相関があるというこ
とであればなおのこと，生徒の英語の力を多角的にテストする必要のあるテストや入学試験では
dictationを課することも必要であるように思われる6。
　次に第3表を見ると，4月後半に実施したJACET（1）と9月後半のJACET（2）の結果が，平均点
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で約2⑪点伸びていることに気づく。（そして本年1月初旬実施のJACETのテストはJACET　（2）にく
らべて，平均点で17点高くなっている。）この凍因が何であるか速断はできないし，また僅か週1回の
LLの成果だなどと言うつもりはないが，　LLでの継続練習の結果，英語の音の「化学変化」にある
程度慣れ，英文を意味単位にまとめて聞くことができるようになっていることも，ある程度貢献して
いると考えたい。宴実，いわゆるfunction　words，複数や三単現の・（e）s，過去・過去分詞の・（e）d
などのinfiectionsの誤りが，少しずつではあるが減少の傾向にあることが指摘できるし，また「聞
　　　　り　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
こえたと思った通りに書く」という態度から，文脈上「こう聞こえるはずだ」と予測し，あるいは判
断する態度が徐々に身についてきているように思われる。換言すれば，50％eと推定される英語のre－
dundancy（Rivers，1968：138）に対する理．解が増し，それがhearingの場合にもある程度の力を発揮
しているのではないかと思われる。
　ただ気になるのは，第2表で∫ACET（2）とDIC（3）の相関が一一〇．6638とかなり低くなっているこ
とである。Dictationを継続することにより，　aural　comprehensionも伸びるとの予想からすれば，
JACET（1）とDIC（3）の相関よりも，　JACET（2）とD互C（3）の相関が高くなってよいはずである。
ところが，実際には低くなっているのは何の原因1ヒよるのか解答は引き出せないが，次のようなこと
も，あるいは関係しているのかもしれない。すなわち，その1つはDIC（1）とDIC（2）の課題文が説
明文で，しかもその内容がアメリカ及びイギリスの歴史・地理に関するもので，学生にはなじみも深
く，比較的理解し易いものであったのに対し，DIC（3）はCity　Planningと題した対話文であり，し
かもannouncerとMr．　Bellの2人の対話文を同一入物が1人2役で録音していることである。その
ため，学生の中には混乱を起こして，予想外の誤りを犯した沓もいる。また10月に入って，教育学部
のLLの機械に雑音が生じ聴取状態が悪くなったことも原因の1つに数えてよいかもしれない。ある
いはまた，学生の中にはdictationの継続練習の結果，　dictationの技術に慣れ，　jACET（2）の成績
にくらべて予想外の好成績をあげた学生がいたことも，その原因にあげられるかもしれない。しか
し，これらのどれが決定的な要因となったのか，あるいはdictationそのもののやり方や採点方法に
欠陥があったのか，あるいはまた他に原因があったのか，といったことは，にわかに決めかねること
であり，今後さらに調査研究してみる必要があるように思われる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　M　お　わ　り　に
　以上dictationとaural　comprehensionの関係について，調査結果を報告したが，　dictationは，
　｛1｝LLの利用法の1つとして実施し易く，またその緒果も機械的に，比較的簡単に処理できるこ
　　と，
　｛2｝英語の「化学変化Jに慣れさせ，sound　discriminatio且，　sound－symbol　association，　memory－
　　spanなどの力を伸ばすことによって，発話を意味単位に把握する態度を養うことができること，
　（3｝少くとも調査結果に関する限り，aural　cOmprehensiOnとかなり高い相関がみられ，また
　　ValetteやOller，　Jr．らの研究結果によって，　overall　language　achievementとも高い相関があ
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　　ることが確かめられたこと，
などはdictationの利点としてあげることができるように思われる。もちろん，　dictationをteach－
ing　deviceとして，あるいはtesting　deviceとして用いる場合にも，その1imitationsを弁えると共
に，よりよきdictationを目指すための警句として，次に引用するRiversのことばは深く銘ずべき
ものと考える。
＿，students　taking　dictation　are　notoriously　inattentive　to　the皿eaning　of　w1ユat　they
are　writingj　and　particularly　to　the　relevance　of　the　segments　as　they　write　theエa　to
the　irnport　of　the　whole　passage；in　other　words，　their　attention　becomes　concentrated
on　segments，　despite　the　exhortations　of　the　teachers．　Further，　the　student　In且y　un－
derstand　perfectly　what　he　has　heard　but　be　unable　to　retain　it　long　enough　to　write　it
down　in　full，　for　auditory　memory　is　also　involved．（Rivers，1968：291）
　今まで見てきたように，dictationはtesting　deviceとして有効であるように憩、われるが，筆者は
それよりもteaching　deviceとして，すなわち英語の音の「化学変化」に慣れ，英語のもっている余
剰性を身につけ，ある程度予測しながら聴き取り，書き取る態度を養うためのdictationにより大き
な意義を認めたい。そして「意味がわかるから音声が聴き取れる」という観点からすれば，・いわゆる
内容語を豊富にし，その聴覚像を内在化することが大切になる。これまで実施してきたdictationで
も，たとえばPr。kofievの交響的物語Peter　and　the　Wolfを書き取らせた時，　duckをdegと聞き
違えたために話の筋がおかしくなったり，また次の対話文でsundae③をSunday（s）と考えたため
に意味が聴き坂れなかった事例もある。
Dicle’We11，　what　will　you　have，　something　to　eat　or　something　te　drink？
IlenrJ，∫　Iguess　I’11　have　some　ice　cream．
刀～‘なWhy　not　get　a　sundae？At　this　drug　store，　they　make　really　good　ones．
ilenrpt’Nl　right，　I　wilL　Make　mine　chocolate．　Are　you　going　t⑪havεasundae　too？
　この対話文を一度聞いて，［sKndi，　sjtndei］はSundayではなくて，少くともsemething　to　eatでな
ければならなv・と考えるようであって欲しいと思うのである。
　最後に，LLあるいはtape　recorderを使用する場合の一般的傾向として，　fricatives，　nasals，
1とrの区鯛などは特に聴き取りにくいこと7や，n註tura1銀a¢aのdictati⑪nで特に難点となるのは，
この他は①冠詞，特にaとtheの混同，②・複数のく巳）Sや過虫・過…蟻》澗の・（e）d，③fttfictieR
w。rdg，物こunstressed・P。8itiQnにある場倉・④cl嘘tran藤。・や猫al　p1幅Qnなどで轟ること
を指摘し，今後の猶溝に役立てたい。
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注
L　「化学変化」とは具体的にはcQntraction，　reduction，　assimilationを指す。詳しくは國弘（197⑪：148）を見よ。
2．cr．“＿in　teaching　comprehension　one　must　understand　what　must　be　comprehended．　What　must　be　com・
prehend・d三s　m。・e・th・t〔si・）・tl・e岬ni・g。f　th・i・di・id・・l　w。・d・i・…nt・nce・Ag°°d　pa「t°f　what　mu苫t
　be　eomprehended　must　be　accounted　for　by　a　knowledge　of　deep　syntactic　relationships　in　the　sentences
　presented　for　comprehension．”　（Ronald　Wardhaugh，　1974：75）
3．90分のLL授業のうちt最初の60分はCaUege　LL　English　Course（大修館）を使用しr残りの30分をdictation
　にあてた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
4．cf．「従来もっともよく行なわれているディクテーシPtの方法は3回読む方法であるe最初はふっうの速さで
　読み，2回目はやっくり少しずつ区切って読みr最後はまたふつうの速で読むという，あの方法である。」
　（羽鳥，　1977；198）
5，JACETのAural　Comprhension　Testは3部から成り，　Part　1，　Part　n・　Part皿それぞれ2⑪間で・採点法は
PartLとPar・U・・S（酪数一誤答数）x2，　P・畑は（正答数一誤ｿ）・2で・2。点満点である・
6，　このことについてRivers（1968：291－2）は　At　an　aClvanced　level　it（i’e・・dictation）can　be　used　as　part
。f・gr。・P。f・t・・ts・aim・d・t　d・t・rmini・g・all・r。und・skill・i・・h・ndli・g・th・lang・ag・・b・t　it　is　d。・btf・1　wh・th・r　it
　reveals　anything　which　has　not　already　been　identified　by　other　tests　in　a　well－designed　battery・in　which
　ease　its　c⑪ntribtttion　to　the　result　may　be　considered　largely　redundant・”と批判しているが，これはRiversも
　言うように・twell・desig爬d　battery”テxトが用意してあればの話であることに注意したい。
7．拙稿「Aura1　Perception　Testにっいて」（大修館『英語教育』1975年2月号）参照。
参　考　文　献
Andersen，　D．　F．1953．‘‘Tests　of　Achievement　in　the　English　Language。，，　EL　T，　VoL　7，　No　2，　pp．37－69．
Brooks，　Nelson．1964．　Lang甜age　and　Langrtagce　Leaγning．　New　Yerk：　Harcourt，　Brace＆World　Inc．
Chastain，　Kenneth．1971．　The　l）evelopment　Of　Medern　Lan．nyta．rre　Skills．　Chicago；Rand］McNally＆Co．
Hatori（羽鳥博愛），1977．『英語教育の心理学』東京；大修館書店．
Kunthiro（國弘正雄），1970．『英語の話しかた』東京：サイマル出版会・
Kuroda（黒田魏），1948．『英語教授論考』東京：金子書房・
Lado，　Robert．1961．　Langrtage　Testi7ig．　Rew　York：McGraw・Hiil　Book　Co．
Miyata（宮田幸一），1967．『実践英語教育法』東京：大修館書店
Oller，　John　W．，　Jr．　19？1．“Dictation　as　a　Device　for　Testing　Foreign－Language　Proficiency．”ELT，　Vo1．25，　No　3，
　　　　PP．254－59．
Rivers，　Wilga　M．1968．　Teaching　Foreign－Langt‘age　Shills．　Chicago：The　University　ef　Chicago　Press．
Valette，　Rebecca　M，1967．　nfodern　Langtiage　Testing．　Nεw　York：Harcourt，　Brace＆Wor！d，　Inc，
Wardhaugh，　R。nald．・1974．　T・pics　in　APPIied　Lingtdsti・乱R。wley，・M・・…Newb・・y　H。u・e・
